
アルギニンは、血流改善、疲労回復、免疫力強化など
様々な機能を有す、多機能活力アミノ酸です。

アルギニンは、血流改善、疲労回復、免疫力強化など
様々な機能を有す、多機能活力アミノ酸です。

血管内皮細胞においてアルギニンから血管拡張因子であるNOが
生成されることで、血管が拡張され、血流改善効果が期待できます。

カフェインとアルギニンを同時に摂取すると、カフェインの覚醒効果の持続効果※が期待されます。

アルギニン含有食品の継続摂取によって、高コレステロール血症患
者の血管拡張率が改善しました。

＊＊： p<0.01 正常コレステロール値コントロールとの比較

Andrew J. Maxwell, Barbara Anderson, Michael P. Zapien and John P. Cooke. Cardiovascular Drugs and Therapy. 2000

アルギニンの血流改善効果

カフェインの覚醒効果持続効果
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多機能活力アミノ酸  アルギニン

アルギニンは、生命の維持にとって非常に重要な生理機能を有
する多機能アミノ酸です。また、体内で生成することができない
必須アミノ酸ではありませんが、生体内での生成速度が十分で
ない乳児や、大人でもストレスを受けたときでは、合成量が追い
つかず容易に欠乏してしまうため、準必須アミノ酸と呼ばれるこ
とがあります。

試験方法：高コレステロール血症患者に固形栄養食品としてアルギニンを
3g×2回/日×7日摂取させ、一定時間駆血（駆血帯などを用いて静脈を圧迫
すること）した後、解除する。そして解除前後の血管拡張率を測定した。また
参考値として健常者（コントロール群）の血管拡張率も測定した。

・サプリメント　・スポーツ飲料　・エナジー飲料　等

分子式 C6H14N4O2   分子量：174.20
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試験方法：ddy系雄性マウス（体重25-30g）
にアルギニン400mg/体重kg/日（腹腔内投
与）とカフェイン2mg/体重kg/日を投与し、
赤外線センサー測定法により自発運動量を
300分間測定。

平木幹夫（1998）Methamphetamine、CocaineならびにCaffeineの自発
運動興奮作用に対するNitric oxideの関与福岡大学薬学紀要　23, 87～89

Fig3. Influence of L-arginine, L-NAME and 7-NINA on the 
hyperlocomotor activity induced by Caff in mice.の一部を改変

生理食塩水+カフェイン2mg/kg(n=9)

L-アルギニン400mg/kg+カフェイン2mg/kg(n=9)

※マウスの自発運動量の増加量を測定
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摂取したアルギニン

アルギニンから生成されるNOは、マクロファージ細胞の活動を活性化させ、体内の免疫力を強化します。
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